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１　はじめに

中国は、日本の輸入生鮮野菜の65％（令
和元年数量ベース）を占める最大の輸入先
国であり、同国の動向は、わが国の野菜需
給にも大きく影響を与えるものである。そ
こで本誌においては全６回にわたり、生産
者から流通関係業者、消費者まで広く関心
を寄せている、同国における野菜生産と消
費および輸出の最新の動向について報告す
る。

本稿は第２弾として、業務用を中心に広
く日本国内に流通しているたまねぎを取り
上げる。たまねぎは、輸入生鮮野菜の主要
品目であり、中国産は輸入生鮮たまねぎの
９割以上を占めている（図１）。本稿では
主産地のうち山

さん

東
とう

省および甘
かん

粛
しゅく

省の二省
における聞き取りを中心とした調査結果に
ついて、統計データと併せて報告する。

なお、本稿中の為替レートは、1中国元

=16円、１米ドル＝ 107円（令和２年９
月末日TTS相場：１中国元＝ 15.84円、
１米ドル＝ 106.80円）を使用した。

中国産野菜の生産と消費および輸出の動向
（第２回：たまねぎ）

中国産たまねぎは日本の輸入生鮮たまねぎの９割以上を占め、業務用を中心に広く日本
国内に流通しているが、中国国内の人件費および地代の増加により生産コストは増加基調
にある。輸出先は依然として日本向けが最も多いものの、近年、同国内のたまねぎ相場が
低く、販売に苦戦している中国産は、東南アジアなど地理的に近い国々にも輸出されてい
る。令和２年においては、主要輸出先国からの需要は前年ほどの勢いは無いものと見込ま
れ、日本向けでは北海道産の順調な出荷が見込まれることから、前年を下回る輸出量とな
ることが推定されるが、根強い日本国内での業務用需要を踏まえ、引き続き中国国内の需
給動向などに加え、他国の動きも併せて注視する必要がある。

調査情報部

【要約】

 

 

総輸入量 

280.1千トン 

中国
261.5千トン
（93％）

米国
7.9千トン
（3％）

ニュージーランド
6.5千トン
（2％）

豪州
2.5千トン
（1％）

その他
1.8千トン
（1％）

 

図１　日本における輸入先別生鮮たまねぎ
輸入量（令和元年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード070310011、070310012、070310013の合計。
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２　�日本における中国産たまねぎの位置
付け

平成30年産の日本産たまねぎの作付面
積は２万6200ヘクタール（前年比2.3％
増）、収穫量は115万5000トン（同5.9％
減）と、作付面積はわずかに増加傾向であ
るものの、近年、府県産におけるべと病（注１）

の発生や北海道産における生育期の天候不
順などによる主産地での単収の低迷などに
起因して、収穫量は平成28年産以降減少
傾向にある（図２）。

一方、日本は輸入たまねぎのほとんどを
生鮮の形態で調達しており、近年の生鮮た
まねぎ輸入量は年間当たり20万トン台後

半から30万トン後半で推移している。令
和元年の同輸入量は28万126トン（同
4.8％減）で、日本産たまねぎ収穫量のお
よそ４分の１に相当する（図３）。これを
輸入国別にみると、令和元年の生鮮たまね
ぎの輸入量のうち、９割以上を中国産が占
め、次いで米国産、ニュージーランド（以
下「NZ」という）産、豪州産などとなっ
ている。かつてはNZ産に比べ、米国産が
多かったものの、作付面積および収穫量の
減少に伴ってNZ産と大差のない量となり、
近年では作柄や国内外の需給により、２位
以下の順序が入れ替わる状況となってい
る。
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図２　日本国内のたまねぎ作付面積および収穫量の推移

図３　日本における輸入先別生鮮たまねぎ輸入量の推移

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　　　注：HSコード070310011、070310012、070310013の合計。
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輸入単価の過去10年間の推移をみると、
生鮮たまねぎ全体としては平成24年まで
は1キログラム当たり40円前後で推移し
ていたものの、25年以降は、生産コスト
増を背景に50円〜55円前後で推移してい
る（図４）。また、中国産は輸入量の大部
分を占めるため、全体の単価とほぼ同じ推
移をしているものの、年により異なるが米
国産やNZ産より１キログラム当たり数円
から数十円ほど安い価格で輸入されること
が多い。

生鮮たまねぎ輸入量を月別でみると、令
和元年は、北海道産が市場に本格的に出回
る８月以降は年の前半に比べ、やや少ない

水準で推移したものの、中国産はほとんど
の月で２万トン以上輸入されており、年間
を通して安定的に輸入されている。また、
中国産以外については、米国産、豪州産や
NZ産を中心に大部分が年の前半に集中し
ている（図５）。輸入単価は、１キログラ
ム当たり46円から58円と、日本産たまね
ぎの卸売価格のおよそ３割から８割程度で
推移している（図６）。

注１：糸状菌の一種であるPeronospora destructorに
よって引き起こされる。葉に楕円形の黄色病斑が
形成され、病斑部より葉が垂れ下がる。近年、日
本において被害が深刻であったたまねぎの重要病
害の一つである（34、35ページ参照）。
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図５　日本における月別生鮮たまねぎ輸入量の推移（令和元年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード070310011、070310012、070310013の合計。
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図４　日本における生鮮たまねぎ輸入単価の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード070310011、070310012、070310013の合計。
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３　生産動向

（１）中国における主産地と生産概況
中国産たまねぎの産地は全土に広がって

おり、冬季を除き年間を通じて出荷がなさ
れている。生産および流通関係者への聞き
取りによると作付面積は26万~27万ヘク
タールほどである。

中国におけるたまねぎの主産地は地理お
よび栽培環境により大きく四つに分けられ
るが、本稿では、これらの産地の中でも主
要な産地である山東省および甘粛省の生産
状況について取り上げる（表１、図７）。

山東省におけるたまねぎの作付面積は約
４万9000ヘクタールと見込まれている

（令和２年産、図８）。省内の主産地は濰
い

坊
ほう

市、聊
りょう

城
じょう

市、菏
か

澤
たく

市巨
きょ

野
や

県、済
さい

寧
ねい

市魚
ぎょ

台
だい

県および金
きん

郷
ごう

県、平
へい

度
ど

市、浜
ひん

州
しゅう

市恵
けい

民
みん

県
などに分布している。近年の作付面積およ
び収穫量の推移を見ると、作付面積は３万
ヘクタール台前半から４万ヘクタール台後
半の間で推移しており、収穫量は200万
トン台前半から300万トン台前半で推移
している。令和元年は、中国国内でたまね
ぎの価格が高めに推移したことから（図
14、15参照）、生産者の作付意欲が増し、

令和２年産の作付面積は前年比約20%増
となった。単収は、平成26年産は干ばつ
の影響により１ヘクタール当たり60トン
と少ないものの、それ以外は66トンから
68トン台で推移している（図９）。

甘粛省におけるたまねぎの作付面積は約
１万5000ヘクタールとされている（令和
２年産、図10）。省内の主産地は酒

しゅ

泉
せん

市、
張
ちょう

掖
えき

市、金
きん

昌
しょう

市などに分布している。近
年の作付面積および収穫量の推移を見る
と、作付面積は平成24年産および25年産
においては１万7000ヘクタールから1万
8000ヘクタールもの面積で作付されてい
たが、26年産以降は現在と同水準の１万
5000ヘクタール前後で推移している。甘
粛省のたまねぎ生産は、甘粛省政府の関連
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図６　日本における月別生鮮たまねぎ輸入単価の推移（令和元年）

資料：�農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、東京都中央卸売市場「市場月報」、令和元
年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）

　注：HSコード070310011、070310012、070310013の合計。

表１　中国におけるたまねぎの主産地と
出荷時期

地域 主産地 出荷時期

西南 雲
うん

南
なん

、四
し

川
せん

、貴
き

州
しゅう

２～３月

華東
江
こう

蘇
そ

、浙
せっ

江
こう

４～５月

山東
６～７月

華北
河
か

北
ほく

、河
か

南
なん

内モンゴル自治区 ８～９月

西北 甘粛、青
せい

海
かい

９～１０月
資料：�生産者および関係者への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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図７　中国におけるたまねぎの主産地

資料：生産者および関係者への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

平成２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 令和元 ２

（見込）収穫量 作付面積（右軸）

（万トン） （千ha） 

（年産） 

図８　たまねぎ収穫量および作付面積の推移（山東省）

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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機関により作付面積が管理（注２）されてお
り、今後も作付面積はおおむね横ばいとな
る見込みである。収穫量は、24年産およ
び25年産に150万トンから160万トンで
推移していたが、26年以降は110万から
130万トン台で推移している。単収は、
70トン台後半から80トン台で推移してお
り、単収の異なる品種の生産割合の違いか

ら山東省を上回っている（図11）。

注２：中国の野菜は当年の価格により次作の作付面積が
左右されることが往々にしてあり、一般的に、①
高値で取引される→　②次作の作付を増やす→　
③収穫量が増えることで価格が低下→　④次作の
作付を減らす→　⑤収穫量が減ることで価格が上
昇―というサイクルを繰り返すことが多い。この
状況を踏まえ、甘粛省政府は、価格安定および販
路確保を目的に、平成29年よりたまねぎの作付面
積の管理を行っている。
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図９　たまねぎの単収の推移（山東省）

図10　たまねぎ収穫量および作付面積の推移（甘粛省）

図11　たまねぎの単収の推移（甘粛省）

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

資料：甘粛省農産品營銷管理弁公室および甘粛省農業情報中心への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

資料：甘粛省農産品營銷管理弁公室および甘粛省農業情報中心への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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（２�）主産地の栽培スケジュールおよび栽
培品種

表１の通り、中国産たまねぎは、冬季を
除き年間を通して出荷がなされているが、
本稿では秋播き栽培として山東省、春播き
栽培として甘粛省の栽培スケジュールおよ
び栽培品種を示す。

山東省は日本の府県産の作型に近く、秋
に定植して圃

ほ

場
じょう

で越冬させ、翌年の初夏に
収穫する（表２）。一方で甘粛省は北海道
の作型に近く、２月下旬から３月上旬にか
けてビニールハウスなどで一定期間育苗を
行ったのちに定植し、秋に収穫を行う。両

省の作型は秋播き栽培、春播き栽培と栽培
スケジュールが大きく異なるため、それぞ
れの作型に適した品種が用いられる。抽

ちゅう

苔
だい

（注３）のしやすさや鱗茎（注４）肥大時期を左右
する環境要因の一つである日長条件への反
応性などは作型に適した品種を選定する上
での重要な形質である。両省で主に作付け
されている品種の特徴を紹介する。

山東省では全体で100種類以上の品種
が作付けされている。代表的な品種はもみ
じ三号、中甲高黄および奥力奥である（表
３）。昨年から一般に作付が始まった奥力
奥は収量が多く、外見も良いことから、山

表２　山東省および甘粛省のたまねぎ栽培スケジュール

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成　

山東省

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

もみじ三号、中
甲高黄、奥力奥

● ● ▲ ■ ■

●：播種 ▲：定植 ■：収穫

甘粛省

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

潘多拉、新紅
奇2号

● ● ▲ ▲ ■ ■

●：播種 ▲：定植 ■：収穫

品種

月 （翌年）  月

品種

月

表３　山東省および甘粛省で栽培される主なたまねぎ品種とその特徴
地域 品種名称 特　徴

山東省

もみじ三号 ・日本の F1品種で、甲高系で大きく貯蔵性に優れる。・軟腐病、根腐れ、葉枯れ症に強い。

中甲高黄
・抽苔しにくい長日系品種で、日長がやや長い地域の栽培に適している。
・耐寒性と耐病性に優れる。
・貯蔵性に優れる

奥力奥

・抽苔しにくい長日系品種で、日長の長い西北地区での栽培に適応している。
・黄皮、甲高系の新しい品種。
・中晩生で、生育期間は１１６日くらい。
・耐病性に優れる。
・大きさや形にばらつきが少なく、果肉がしっかりしているため貯蔵性、耐衝撃性に優れる。

甘粛省

藩多拉

・�抽苔しにくい長日系品種で日長の長い西北地区や東北地区などの高緯度地域の栽培に適している。
・黄皮、甲高系の新しい F1品種。
・�１球当たりの重量は約５００グラムで大きい。果肉がしっかりしているため貯蔵性、耐衝撃性に
優れる。

・中晩生で、生育期は１１８日くらい。

新紅奇 2号
・�抽苔しにくい長日系品種で日長の長い西北地区や東北地区などの高緯度地域の栽培に適している。
・赤皮、甲高系の中晩生 F1品種
・耐病性に優れる

資料：山東省農業庁種植業管理処、甘粛省農業情報中心および生産者への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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東省の生産者から高い評価を得ており、急
速に普及している。山東省で作付けされる
たまねぎは中晩生が多く、一球当たりの重
量は330グラムから400グラムである。
山東省のたまねぎ生産者は零細農家が多
く、独自の経験に基づいて作付しているこ
とから、作付し慣れた品種を選ぶ生産者が
多く、品種の更新はあまり頻繁には行われ
ない傾向にある。

甘粛省で作付されている代表的な品種は
藩多拉、新紅奇２号であり、ともに高緯度
での作付に適した長日系（注５）品種である。
藩多拉は大型で一球当たりの重量は約
500グラムであり、鱗茎が硬く、輸送時
の衝撃に強い。新紅奇２号は甲高系（注６）の
赤たまねぎで、赤たまねぎの作付は甘粛省
全体の令和２年産の作付面積のうち、３割

程度を占めている。
注３：生長点から花芽が分化すること。これを機に栄養

成長（葉や茎などを伸ばし植物体を大きくする成
長）から生殖成長（後代を残すための成長）へと
変化する。

注４：たまねぎは葉鞘の基（地上付近の部分）が肥大し
たもので、鱗茎と言われている。

注５：たまねぎは鱗茎肥大に影響する日長などの感受性
の違いから大きく短日系、中日系、長日系の三種
類に分類され、鱗茎肥大が始まる日長が短い順に
短日系、中日系、長日系とされている。

注６：たまねぎは形状から大きく二つに分類され、球状
に近いものは甲高系、やや平たい球状のものは扁
平系に分類されている。

（３）栽培コスト
たまねぎ生産における主要な栽培コスト

は人件費および地代で、令和２年産におい
ては山東省で全体の75%以上、甘粛省で
65%以上を占める（表４、５）。

表４　山東省における10アール当たりの栽培コストの推移

項目
平成 29年産 令和 2年産

（元） 円換算（円） 構成比（%） （元） 円換算（円） 構成比（%）

人件費

2,400� 38,400 42.6% 3,000� �48,000� 43.8%
・雇用費は、主に播種期や収穫期に発生する。
・収穫作業を例にすると、1日で 10アール収穫するためには、12人の労働者を雇用する必要がある。
・�29 年産では 120元（1920 円）/日・人であったが、令和 2年産では 200元（3200 円）/日・人にまで
値上がりした。

地代
1,800� �28,800� 31.9% 2,250 36,000 32.8%

・近年では 1年で 10アール当たり 150元ほど価格が上昇している。
※濰坊市の県級市である安丘市の例。

肥料費
690� �11,040� 12.2% 825� �13,200� 12.0%

・原料費の高騰により、令和２年産の化学肥料の価格は、平成 29年産比で 20%ほど上昇。

種苗費

300� 4,800 5.3% 330� 5,280� 4.8%
・�一般的な種子の価格は 3年間で 10元増加し、令和 2年産では 100グラム当たり 110元（1760 円）となっ
ている。
・播種量は、10アール当たり約 300グラム。

農機具費
150� �2,400 2.7% 150� 2,400� 2.2%

・主に耕うん機の賃借料。

資材費
150� �2,400� 2.7% 150� 2,400� 2.2%

・主にポリエチレンマルチフィルム購入費。
・使用量は 10アール当たり約 750平方メートル、単価は 1平方メートル当たり 0.2 元（3.2 円）。

農薬代
75� �1,200� 1.3% 75� �1,200� 1.1%

・�一般的な使用量は 10アール当たり 0.75 キログラムで、単価は 1キログラム当たり 100元（1600 円）ほど。
・内訳は殺虫剤が約 70%で、除草剤および殺菌剤で約 30%を占める。

その他 75� �1,200� 1.3% 75� �1,200� 1.1%
合計 5,640 90,240 100.0% 6,855 109,680 100.0%

資料:山東省農業庁種植業管理処および安丘市農業局への聞き取りにより農畜産業振興機構作成



63野菜情報 2020.11

まず、山東省について見ると、平成29
年産から令和２年産の３年間でコストが増
加したのは、コスト全体に占める割合が比
較的高い人件費、地代、肥料費、種苗費で
あり、占める割合が比較的低い農機具費、
資材費、農薬代は変わっていない。人件費
は600元（9600円、平成29年産比25.0 
％増）増加し、地代は450元（7200円、
同25.0％増）増加しており、コスト増の
主要因となっている。

甘粛省についても同様の傾向で、コスト
全体に占める割合が比較的高い人件費、地
代、肥料費、種苗費が増加している。人件
費は山東省より少ないものの、栽培品種の
違いにより種苗費は山東省より高くなって
いる。

近年のたまねぎ生産を取り巻く状況とし

て、他の品目と同様に人件費と地代の増加
により栽培コストが年々増加傾向にあるこ
とが課題となっている。また、農作業など
の肉体労働を忌

き

避
ひ

する人の増加も著しく、
若手を中心とした都市部への出稼ぎ労働者
の増加傾向は依然として継続しており、労
働力の確保に苦労している点も同様であ
る。

（４）調製コスト
収穫後に輸出向けに出荷するため、たま

ねぎを調製するコストについて取り上げ
る。なお、甘粛省で収穫された輸出向けの
たまねぎの大部分は山東省に輸送され、山
東省の工場にて調製されることから、本稿
では山東省における調製コストについて取
り上げる。

表５　甘粛省における10アール当たりの栽培コストの推移

項目
平成 29年産 令和 2年産

（元） 円換算（円） 構成比（%） （元） 円換算（円） 構成比（%）

人件費

1,500 �24,000� 28.7% 2,100� 33,600 32.3%
・雇用費は、主に播種期や収穫期に発生する。
・収穫作業を例にすると、1日で 10アール収穫するためには、12名の労働者を雇用する必要がある。
・29年産では 100元 /日・人であったが、令和 2年産では 150元 /日・人にまで値上がりした。

地代

1,800� �28,800� 34.4% 2,250 �36,000� 34.6%
・近年では 1年で 10アール当たり 150元ほど価格が上昇している。
※酒泉市の県級市である玉門市の例。
・一般に山東省よりも甘粛省のほうが安いとされていたが、令和 2年産ではほとんど同水準となった。

肥料費
750 �12,000� 14.3% 900� �14,400� 13.8%

・原料費の高騰により、2019 年の化学肥料の価格は 2016 年対比で 20%ほど上昇。

種苗費
750 �12,000� 14.3% 825� �13,200� 12.7%

・播種量は 10アール当たり約 225グラム。
・一般的な種子の価格は 3年間で約 10%増加し、令和 2年産では 100グラム当たり 367元となっている。

農機具費
150� �2,400� 2.9% 150� 2,400 2.3%

・主に耕うん機の賃借料。

資材費
150� 2,400� 2.9% 150� 2,400� 2.3%

・主にポリエチレンマルチフィルム購入費。
・使用量は 10アール当たり約 750平方メートル、単価は 1平方メートル当たり 0.2 元（3.2 円）。

農薬代
75� �1,200� 1.4% 75� ��1,200� 1.2%

・一般的な使用量は 10アール当たり 0.75 キログラムで、単価は 1キログラム当たり 100元（1600 円）ほど。
その他 60 �960� 1.1% 60� �960� 0.9%
合計 5,235 �83,760� 100.0% 6,510 �104,160� 100.0%

資料:甘粛省農業情報中心への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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調製コストのうち、大部分を占めるのは
人件費、包装資材費、輸送費であり、この
三つの費用で約85%を占める（表６）。特
に人件費は約半分を占めるため、人件費の
変動による調製コスト全体への影響は大き
い。調製コストのうち、3年間で増加して
いるのは人件費のみであり、他のコストは
ほとんど変わっていない。人件費の増加は
調製工場の従業員の給与が毎年10%ほど
上昇しているためである。また、調製工場
の給与は他の業種の平均給与よりも安く、
年間当たりの上昇幅も少ないため、労働力
の確保に苦労している。山東省のたまねぎ
調製工場は濰坊市と済寧市に集中してお
り、表６には濰坊市のたまねぎ調製工場の
平均値を示している。

４　国内販売動向

近年の山東省および甘粛省で収穫された
たまねぎの販売先の内訳を見ると、山東省
産については、92~95%が国内向け出荷
となっている。令和元年産では、40%が
北 京 お よ び 天 津 へ、20%が 広 東 省 へ、
15%が東北地区へ、残りのうち５〜８％
は日本、韓国、ロシアほか近隣の東南アジ
アなどへの輸出向けに出荷されている（図
12）。

甘粛省については、55~70%が国内向
け出荷となっている。令和元年産では、国
内向けとして63%が山東省や広東省へ出
荷され、残りの37%が輸出向けとして山
東省産と同様に出荷されている（図13）。

表６　山東省における１トン当たりの調製コストの推移

項目
平成２９年 令和２年

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

人件費

1,091� 17,456� 42.4% 1,364� 21,824� 47.4%
・労働者の給与水準は１日、１人当たり１２０元（平成２９年）から１５０元（令和２年）に増加。
・�外皮を残した状態で調製する場合を例として換算。むきたまねぎにする場合はさらに１トン当たり
４００元（６４００円）ほど加算される。

・�２００人の労働者が１日作業し、４０フィートの冷蔵コンテナ１個分（２２トン）のたまねぎを調
製する。

包装資材費
600� 9,600� 23.3% 600� 9,600� 20.8%

・主に段ボールおよびプラスチック製フィルムでたまねぎ１トン当たり約６００元（９６００円）。
・近年、価格の変化はあまりない。

輸送費

480� 7,680� 18.7% 480� 7,680� 16.7%
・甘粛省産のたまねぎを山東省の調製企業まで輸送するコストを例に試算
・甘粛省のたまねぎは収穫後大部分が山東省に輸送されて調製される。
・甘粛省から山東省（輸送距離は約２０００キロメートル）までの輸送コストは１トン当たり
　約２４０元（３８４０円）。
・一般的な輸送方法は大型トラックで１台当たりの積載重量は約３８トン。
・近年、標準的な輸送料金は変化なし。
※�山東省内の産地から輸送する場合、輸送距離はおおむね５０キロメートル以内で、1キロメートル、
１トン当たり約０. ５元（８円）

設備減価償却費用 200� 3,200� 7.8% 200� 3,200� 6.9%

管理費
100� 1,600� 3.9% 136� 2,176� 4.7%

・�管理費は１日当たり２２００元（３万５２００円、平成２９年）から３０００元（４万８０００元、
令和２年）に増加。

水道光熱費
100� 1,600� 3.9% 100� 1,600� 3.5%

・１トン当たり１００元（１６００円）と推定される。
・近年、標準的な水道光熱費は変化なし。

合計 2,571� 41,136� 100.0% 2,880� 46,080� 100.0%
資料：濰坊信元食品有限公司など企業への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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図12　山東省産たまねぎの仕向け先別出荷量と国内販売割合

図13　甘粛省産たまねぎの仕向け先別出荷量と国内販売割合

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

資料：甘粛省農業信息中心への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

山東省寿光市にある卸売市場の寿光農産
品物流園の卸売価格を見ると、平成28年
以 降 １ キ ロ グ ラ ム 当 た り0.6~4.4元

（10~70円）で推移しており、最高値は
最安値の7.3倍となっている（図14）。28
年産は寒波の影響で作柄が悪く、価格が高
騰したとみられるが、29年産は豊作だっ
たため、30年まで在庫が残り、29、30

年と2年に渡る卸売価格の低下を招くこと
となった。これを受け、令和元年産では各
産地で作付面積の縮小が起き、同年の卸売
価格は回復したものの、再度、生産者の作
付意欲が高まり、作付面積の拡大が起きた
ことで令和2年に再び卸売価格は低下して
いる。

0.0  

1.0  

2.0  

3.0  

4.0  

5.0  

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

（元/kg）

（月）

平成３０年  

平成２９年  

平成２８年 

令和２年 令和元年 

図14　山東省における平均卸売価格の例（寿光農産品物流園）

資料：中国商務部
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甘粛省酒泉市にある卸売市場である甘粛
酒泉春光農産品市場の卸売価格を見ると、
平成28年以降１キログラム当たり0.5 
~7.6元（８~122円）で推移しており、
最高値は最安値の15.2倍である（図15）。
山東省とは違い、甘粛省の作付面積は上記
３（１）注２のとおり、省政府の管理によ
り、大きく変動はしていないものの、現状
において価格は、中国の全国的な生産量の
変化に左右される状況となっている。

５　輸出動向

中国の税関統計によると、中国産生鮮た
まねぎの輸出量は国内および世界的な需給
状況により多少のばらつきはあるものの、
おおむね増加傾向にある（図16）。輸出先
は日本が最も多く令和元年においては全体
量の約３割を占め、ついでベトナム、マレー
シアと続き、東南アジアへの出荷も多い

（図17）。その他、ロシアや韓国などにも
出荷しており、中国と地理的に近い国々を
中心に輸出している。近年、国内のたまね

ぎ相場が低く、販売に苦戦している中国は
輸出に注力しており、令和元年の輸出量は
95万8500トン（前年比８％増）と前年
をかなりの程度上回った。同年はヨーロッ
パのたまねぎ主産地であるオランダで異
常気象の影響により不作となったことか
ら、ヨーロッパ各国からの中国産たまね
ぎの需要が大きかったことも要因の一つ
と推測される。また、ベトナムでは近時
の人口増加に伴う需要の増加に対し国内
生産が不足していることから、近年、近
隣の主要生産国の一つである中国産たま
ねぎの需要が増えており、同国向け輸出
量は年々増加している。なお令和２年は、
ヨーロッパ産地の作柄はおおむね順調で
あるため、輸出量は前年を下回る見込み
である。輸出単価は人件費や地代の増加
により平成27年まではゆるやかに増加傾
向で推移し、以降は国内需給が比較的緩
んでいたことが影響していると見込まれ
１トン当たり500米ドル（５万3500円）
から600米ドル（６万4200円）前半で推
移している。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

平成２８年 

平成２９年

平成３０年  

令和元年

令和２年 

（元/kg）

（月） 

図15　甘粛省おける平均卸売価格の例（甘粛酒泉春光農産品市場）

資料：中国商務部
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図16　中国産生鮮たまねぎの輸出先別輸出量および単価の推移

図17　中国産生鮮たまねぎの輸出先別輸出量の割合（令和元年）

資料：中国税関統計
　注：令和２年は１月～６月の合計。HSコードは07031010。

資料：中国税関統計
注：HSコードは07031010。

６　おわりに

令和２年１月〜６月の中国産たまねぎの
輸 出 量 は33万6259ト ン（ 前 年 同 期 比
19.5%減）と、前年を大幅に下回り、輸
出単価は１トン当たり510米ドル（５万
4570円、前年同期比11.6%減）と前年を
かなり大きく下回っている。昨年は熱波に
よりEUのたまねぎ生産が影響を受けたた
め、EUからの引き合いが多かったものの、
今年は大きな特殊要因が見られないとこ
ろ、主要輸出先国からの需要は昨年ほど多
くは無いものと見られる。日本においても
主産地の作柄は、おおむね平年並みかそれ

以上であり、今後も順調な出荷が見込まれ
るところ、輸入量が急激に増加することは
考えにくい状況にある。

しかしながら、中国産たまねぎは、依然
として、生鮮野菜全体の輸入量に対する割
合が非常に大きい品目である。日本や中国
国内の作柄に影響を受け、輸入量は年によ
り増減はあるものの、日本国内での業務用
需要は根強く、中国産たまねぎは日本の需
給に引き続き影響を与えるものと見込まれ
る。今後も、中国国内の需給動向などに加
え、他国の動きとともに、中国産たまねぎ
の輸入動向について注視する必要がある。
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